
提

出

者

泉

健

太

平
成
十
六
年
十
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

二

六

号

動
物
霊
園
（
ペ
ッ
ト
霊
園
）
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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動
物
霊
園
（
ペ
ッ
ト
霊
園
）
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

動
物
の
火
葬
場
、
葬
祭
、
墓
地
、
納
骨
堂
等
の
設
置
及
び
管
理
運
営
を
業
と
す
る
動
物
霊
園
事
業
（
以
下
、
動
物
霊
園
事

業
）
は
、
成
長
を
続
け
る
い
わ
ゆ
る
ペ
ッ
ト
市
場
の
中
核
を
担
う
一
つ
で
あ
り
、
市
場
規
模
は
約
一
兆
円
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
そ
の
動
物
霊
園
事
業
に
つ
い
て
は
設
置
・
運
営
基
準
や
指
針
な
ど
が
ど
の
省
庁
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、
土
地
開
発
や
施
設
設
置
に
関
す
る
業
者
と
住
民
や
自
治
体
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
葬
祭
契
約
に
ま
つ
わ

る
業
者
と
飼
い
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
法
規
制
が
あ
い
ま
い
な
こ
と
に
よ
る
自
治
体
と
住
民
の
ト
ラ
ブ
ル
、
な
ど
が
数
多
く
起

こ
っ
て
い
る
。

国
民
の
約
四
割
が
何
ら
か
の
ペ
ッ
ト
を
飼
い
、
ま
た
近
年
、
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
な
ら
び
に
動
物
愛
護
法
制
定
な
ど
が
行

わ
れ
、
国
民
生
活
に
お
け
る
動
物
の
役
割
が
増
す
中
で
、
動
物
霊
園
事
業
は
年
々
拡
大
を
続
け
て
お
り
、
消
費
者
の
保
護
と
業

界
の
適
正
化
、
地
域
生
活
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
も
、
関
連
し
て
発
生
す
る
諸
問
題
へ
の
対
策
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え

る
。し

た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

動
物
霊
園
事
業
を
所
管
す
る
部
局
は
存
在
す
る
か
。
存
在
す
れ
ば
、
そ
の
部
局
と
経
緯
、
さ
ら
に
そ
の
所
管
の
決
定
に

至
っ
た
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
動
物
霊
園
事
業
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
動
物
の
死
体
に
関
す
る
法
律
は
存
在

す
る
か
。

二

墓
地
埋
葬
法
に
お
い
て
動
物
は
対
象
に
含
ま
れ
る
か
。

三

昭
和
五
二
年
八
月
三
日
の
厚
生
省
環
境
衛
生
局
水
道
環
境
計
画
課
長
回
答
「
動
物
霊
園
事
業
に
係
る
廃
棄
物
の
定
義
に
つ

い
て
」
に
よ
る
と
「
動
物
霊
園
事
業
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
動
物
の
死
体
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
一
項
の
廃
棄
物
に
は
該
当
し
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
の
場
合
、
動
物
の

死
体
の
位
置
付
け
、
所
管
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

四

厚
生
労
働
省
は
平
成
一
一
年
に
墓
地
埋
葬
法
に
お
け
る
「
火
葬
場
」
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
政

府
は
、
動
物
霊
園
事
業
に
係
る
「
火
葬
場
」
の
箇
所
数
調
査
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
、
環
境
影
響
調
査
、
そ
の
他
調
査
な
ど

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
回
答
を
示
さ
れ
た
い
。

五

動
物
霊
園
事
業
に
係
る
「
火
葬
場
」
「
墓
地
」
「
葬
祭
」
「
納
骨
堂
」
の
設
置
及
び
管
理
運
営
の
基
準
に
関
す
る
法
律
は

存
在
す
る
か
。
そ
れ
ら
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営
は
法
律
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
行
為
か
。

二



六

動
物
霊
園
事
業
に
関
す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。

七

全
国
の
自
治
体
で
、
動
物
霊
園
事
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
制
定
が
相
次
い
で
い
る
が
、
そ
の
件
数
と
制
定
時
期
、
自

治
体
名
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
政
府
は
新
た
な
法
整
備
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

八

動
物
の
火
葬
場
、
葬
祭
場
、
霊
園
の
設
置
及
び
運
営
の
基
準
、
ま
た
事
業
者
の
認
可
に
つ
い
て
、
法
律
が
存
在
し
な
い
状

態
を
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
現
状
の
法
制
度
の
中
で
解
決
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
方
法
を
、
新

た
な
法
整
備
が
必
要
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
所
管
、
内
容
を
含
め
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


